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ディーゼルエンジンの発明者であるディーゼルの元々の考えは、燃料として
微粉炭を用いるというものであった。その後、効率の良い液体燃料としての
重油が現れたので微粉炭は廃れていったが、戦争による燃料入手難から微粉
炭を燃料とする検討が始まった。本資料は川口市の国立燃料研究所の依頼で
赤阪鐵工所が製作したものである。ディーゼルエンジンでの微粉炭燃料はき
わめて難しい技術であり、実用化までは至らなかったが、試験データは木炭
ガス機関などに引き継がれた。
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